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リ チヤ アド- バァ トン (mcliard Burton) の 訳した 

いっせん いちや こんにち 

二 千 一 夜 物語」 —— ァラ ビヤン • ナ イツ は、 今日まで 

出て ゐる 英訳 中で 先づ 一 番 完全に 近い ものである とせ 

ら れてゐ る。 勿論、 バァ トン 以前に 出た 訳本 も 数 あつ 

いとま ほど 

て、 一 々挙げる 遑も 無い 程で あるが、 先づ 二 千一夜 

ョォ ロッパ 

物語」 を 欧羅巴に 紹介した 最初の 訳本 は 一 七 〇 四 年に 

出た アン ト アン-ガラン (Antoine Galland) 教授の 仏 

訳本で ある。 これ は 勿論 完訳で はない。 ただ 甚だ 愛誦 

する に 足る 抄訳 本と 云 ふ 位の ものである。 ガラン 以後 



にも 手近い 所で フォス タァ (Foster) だと かブ ッセィ 

(Bussey) だと かいろい ろ 訳本の 無い 訣 ではない。 併 

し 何れも 訳語 や 文体 は 仏蘭西 臭味 を 漂 はせ た、 まづ 

少年 読物と 云 ふ 水準 を 越えない ものば かりで ある。 

ガラン 教授から 一 世紀の 後 —— 即ち 一 八 〇〇 年 以後 

おも しも 

の 主なる 訳者 を 列挙して 見る と、 大体 下の 通りで ある。 

1. Dr. Jonathan Scott (1800) 

2. Edward Wordey. (1811) 

3. Henry Torrens. (1838) 

4. Edward William Lane. (1839) 

5. John Pane. (1885) 



トレンズの 訳本 は、 在来の ものの やうに 英仏 臭味 を 

帯びない もので、 其の 点で は 一 歩 を 進めた ものである 

が、 訳者が 十分 原語に 通暁して ゐ なかった し、 殊に 

エヂ プト はう げん うら 

埃 及 や シリャ の 方言な ど を 全く 知らなかった 為に、 憾 

むらく は 所期の 点に 達し 得なかった。 而も 十分の一 位 

で 中絶して 居る の は、 甚だ 借むべき ことで ある。 

レエ ンの 訳本 —— 日本へ は 最も 広く 流布して ゐる。 

ほん 力-つ 力んだ 

殊に ボ オン (rooim) 叢書の 二 巻 もの は、 本 郷ゃ神 田の 

る まレゃ て、. ほん 

古本屋で よく 見受けられる は 底本と した バ ラク 

(Bulak) 版が 元々 省略の 多い もので あり、 其の上に 二 

百 ある 話の 中から 半分の 百 だけ を 訳出した もので、 



随 つて 残りの 百 話の 中に 却って 面白い ものが 有る と 

わけ しま 

云 ふやうな 訣で、 お 上品に 出来過ぎて 了って、 応接間 

しゅかう よ あきた おびた だ 

向きの 趣向 は 好い としても、 慊ら ない こと 夥 しい。 

お負けに、 レエ ンはー 夜 J 夜 を 章 別にした 上に、 或 章 

うち しま 

は 註の 中に 追 入れて 了ったり、 詩 を 散文に 訳出したり 

じ ぎ 

又は 全然 捨てて 了ったり して 居る し、 児戯に 類す る 誤 

訳 も 甚だ 多い と 云 ふ 次第。 

次に ぺ ェン フラン ソァ • ヴィ ヨン (PYangois 

vilon) の 詩 を 英訳した II の 「一千一 夜 物語」 の 訳 は、 

旧来の ものに 比べる と 格段に 優れて ゐる。 話の 数もガ 

ラン 訳の 四 倍 あり 其の 他の ものの 三倍 は あるが、 手の 



届かぬ 所が 無いでも ない。 しかし 兎も角 好 訳で あるが、 

きこうしよ うち は ひ 

私版 を 五百部 刊行した だけで、 遂に 稀覯 書の 中に 這 入 

しま 

つて 了った。 ただ 一 つ 特記すべき こと は、 巻頭に バァ 

トンへ の献 詞が附 いて ゐる ことで ある。 

バァ トンの 訳本 も、 一千 部の 限定 出版で、 容易に 手 

に 入り 難い。 出版 当時 十 ポンドであった ものが、 今日 

では 三十 ポンド 内外の 巿 価を唱 へられて ゐ るの は、 「 一 

いさ さ 

千一夜 物語」 愛好者の 為に 聊か 気の毒で ある。 尤も 

へう せっぱん アメリカ 

此の バァ トン 訳の 剽竊版 (Krate Edition) が 亜米利加 

で 幾つ も 出来て ゐ るが、 中身 は 何 うだらう か。 

バァ トンの 訳本の 表題 は 左の通り。 



A :?LAIN AND LIBERAL TRANSLATION 〇^ 

THE ARABIAN NIGK 闩 S ENTERTAINMENTS, 

Now ENTrrLED HKM B〇〇tc THE 

THOUSAND NIGHTS AND A NIGtTT WITH 

INTRODUCTION EXPLANATORY NOTES ON 

THE MANNERS AND CUSTOMS 

MOSLEM MEN AND A TERMINAL ESSAY 

UPON THE HISTORY HKM NIGtTTS BY 

mcffiASD F. BURTON. 

卷数は 補遺 共 十八 冊で、 出版 所 はバァ トン 倶楽部、 

一 八 八 五 年から 一 八 八 八 年へ かけて 刊行され てゐ る。 



い つし よ 

ン 在留の 医師 ジョン . ス タイン ホイ ザァと 一 緒に、 メ 

ヂャ、 メッカ を 旅行した 時の ことで、 バァ トンが 第一 

巻 を 此の ス タイン ホイ ザ ァに献 じて ゐ るの を 以て 視て 

ふた リ だう ちう ばな し 

も、 二人の 道中 話が どんなで あつ たかは 分る。 

其の 旅行 は 一八 五 二 年の 冬の ことで、 其の 途中で、 

バ アト ンはス タイン ホイ ザァと 亜剌比亜 〔# 「亜剌比亜」 

うち 

は 底本で は 「亜剌比亜 匕 のこと をい ろい ろ 話して ゐる中 

に、 おの づと 話題が 二 千一夜 物語」 に 移って 行って、 

、； i たリ ぁひビ 

とうとう 二人の 口から、 二 千一夜 物語」 は 子供の 間 

に 知れ渡って ゐ るに も拘 はらず 本当の 値 打が 僅かに 

亜剌比亜 〔# 「亜剌比亜」 は 底本で は 「亜剌比亜 匕 語学者 



は 何よりの 慰藉と 満足との 泉であった」 と 云 ふ 彼 自身 

の 言葉が 尽 して 居る。 

を は とりかか 

斯くて 稿を畢 つて、 一八 七 九 年の 春から 清書に 取掛 

つて 行った が、 一 八 八 二 年の 冬、 或 雑誌に、 ジョン. 

ぺ インの 訳本が 刊行され ると 云 ふ 予告が 出た。 バ アト 

ンが之 を 知った の は、 恰も 西部 亜 弗 利 加の 黄金 海岸 

まぎ は そこ 

へ 遠征し ようと 云 ふ 間際であった。 乃で ペインに 「小 

きくん く はだ 

生 も 貴君と 同様の 事業 を 企て 居り 候へ ども、 貴君の 

すで せんべん 

既に 之 を 完成され たる は 結構 千万の 儀に て、 先鞭の 功 

まう すべ く うんぬん 

は 小生より お譲り 可 申 云々」 と 云 ふ 手紙 を 送った。 

うち 

その 中に ペインの 訳本が 出た。 で、 バァ トン は 一時 中 



よろ い 

十 部 乃至 二百 五十部で 宣 しからう」 と。 其の 学者と 謂 

ま /\ も /\ ^9 

ふの は、 本文 を 十六 万 部 も 刷って、 六シル リングの 

.V ん かほん 

廉価 本より 五十 ギ ニイの 高価 本まで 売り 尽 した 男で あ 

る。 又 或 出版業者 は 「五百部が よい」 と 云った。 ただ 

しろうと 

素人の 一友 人が 「二 千から 三千が よい」 と 勧めた。 バ 

アト ンも 迷った 末、 一千 部に 決めた。 

バ アト ンは それから 知人 未知 人 を 問 はず、 買 ふらし 

くば 

い 人の 表 を 作って、 広告 を 配った。 其の 要綱 は、 全 十 

冊、 一冊 ーギ ニイ、 各冊と も 代金 は 本と 引換への こと、 

廉価版 は 発行し ない。 一千 部 限り 印行、 十八 箇月 内に 

完結の 予定、 と 云 ふ 規定であった。 広告 配布 数 は 二 万 



バァ トン は 最初から 取次 業者 を 眼中に 置かず、 危険 

を か I 

を 冒して 自分で 刊行し ようと 企てた ので ある。 知名の 

け ふさん 

文学者な り 又 文学 団体の 協賛 を 希望した けれども、 誰 

ひとり てうせ う 

れ 一 人 応じなかった。 バァ トンの 計画 を 嘲笑した 「印 

刷 タイ ムス」 の 如き もあった。 「バ 氏の 此の 事業に 関 

係して 居る 害の 某々 の 氏名が 訳本に 載って 居らぬ。 印 

刷 者の 手落ちな らば 正に 罰金 を 課すべき である。 又 

二 千 一 夜 物語」 の 完訳 は 風俗 上 許し 難い。 縦 令 ひ 

しはん きずつ おそれ 

私版で あると しても、 公衆道徳 を 傷け る 虞 ある 以上 

はバ 氏に 罰金 を 課する が 至当 だ」 と 云 ふやうな 調子で 

てう せん 

あった。 バァ トン は 此の 挑戦に 応じて 「出版者 は 著者 



自身で ある。 斯 かる 類の 書 を 出版業者の 手に 移す こ 

と は 不快の 至りで、 著者 自身の 手に 依って、 東洋 語学 

者 並びに 考古学者の 為に 出版す るので ある」 と 発表し 

た。 

いっせん いちや 

バァ トンの 二 千 一 夜 物語」 十七 巻の 中、 七卷は 

ほ ゐ 

補遺で ある。 その 第 十 巻の 終りに Terminal Essay が 

附 いて ゐて、 此の 物語の 起源、 亜剌比亜 〔# 「亜剌比亜」 

ふうぞく ョォ ロッパ 

は 底本で は 「亜剌比亜 匕 の 風俗、 欧羅巴に 於け る 訳本 等 



く は たうき う こと 

が 精し く 討究され てゐ る。 殊に 亜剌比亜 並びに 東方 諸 

国の 風俗に 関する 論文 は、 学術 上の 貴い 研究資料 であ 

ると 共に、 専門家 ならぬ 者に も 頗る 興趣 ある もので 

ある。 

ほん も A 

バァ トン は 本文 を、 一 話 一 話に 分けないで、 原文 通 

リ 一 夜 J 夜に 別けて ゐる。 又、 韻文 は 散文と せずに 韻 

文に 訳出して ゐる。 之 を 以て 観ても バァ トンが 如何に 

原文に 忠実で あつたか は 推察 出来る と 思 ふ。 

アラビア そのまま 

例へば、 亜剌比亜 人の 形容 を 其 儘 翻訳して 居る のに 

はうよう ボタン 

非常に 面白い ものが ある。 男女の 抱擁 を 「釦 が釦の 

孔に 嵌まる やうに 一緒にな つた」 と 叙して ある 如き 其 



の 一 つで ある。 又、 パク ダッドの 宮室 庭園 を 写した 文 

び さ い うが を 

章の 如き は、 微に 入り 細 を 穿って 居って、 光景 見る が 

如き ものが ある。 第三 十六夜 (第二 卷) の 話に ある 

HEimnal-Rashid の 庭園の 描写な ど は 其の 好例 である _ 

バ アト ンは又 基督教 的 道徳に 煩 はされ ずして、 

だいたん そっちょく ぜにん したが 

大胆 率直に 東洋 的 享楽主義 を 是認した 人で、 随 つて 

おもむき 

其の 訳本 も 在来の 英訳 二 千 一 夜 物語」 と は 甚だ 趣 

こと 

を 異にして ゐる。 例へば、 第二 百 十五夜 (第三 巻) に 

wlldm- 女王の 歌 ふ 詩に 次の 如き ものが ある。 

The pienis smooth and round w^s Rsde with 

slus t>est to match it. 



Had it t>een m^de for cunnlls- sak:e it Jlad t>een 

formed like Jiatchet! 

しも むじゃき 

併し 概して 言 ふと、 下がかった 事 も、 原文が 無邪気 

はな そのまま 

に 堂々 と 言 ひ 放って ゐ るの を 其 儘 訳出して あるから、 

近代の 小説 中に 現 はれる Love scene よりも 娃 褻の 感 

を 与へ ない。 

またす こぶ さいみつ しか 

脚註が 亦 頗る 細密なる ものである。 而も 其の 註が 

尋常 一 様の もので なく、 バァ トン 一 流の ものである。 

単に 語句の 上 のみでな く、 事実上の 研究に も 及んで ゐ 

きさき じ やう ふ 

る。 例へば Sliahriyar 王の 妃が 黒人の 男 を 情夫に す 

る 条の註 を 見る と、 亜剌比亜の 女が 好んで 黒人の 男 



子を迎 へる の は 他で はない。 亜剌比亜 人の penis は 

ョォロ ツバ 

欧羅巴 人のより も 短い。 然るに 黒人の は 欧羅巴 人の よ 

り も 更に 長く、 且つ 黒人の は 膨脹 律 が 少なくて 

duration が 長い。 其の 為め に 亜剌比亜 女が 黒人 を 情 

夫に 持つ ので あると いふ 類で ある。 現に バァ トンが 

計測した 黒人の penis は 平均 長さ 何 吋 だ 杯と 註して 

ある。 (未完) 

(大正 十三 年 七月) 

〔談話〕 
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